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Ⅰ 71次教育研究愛知集会 

１ 物理・化学分野 

(1) 概要報告 

本年度は、物理分野で１２本、化学分野で１１本、計２３本のリポートが提出さ

れた。 

実物を教材として取り入れ、プログラミング的思考を活用した問題解決学習によ

り、子どもの問題解決能力を向上させた実践や、子どもが主体的に学びに向かうこ

とができるようにした実践などが報告された。また、学習展開にタブレット端末な

どのＩＣＴ機器を取り入れることで、学習意欲を高める、そこで生じた気付きや疑

問から学習を展開する実践も多く報告された。 

 

(2) リポートの内容について 

①  物理分野 

「電流と磁界・光・音」の領域において、子どもたち自らが実験方法を考えた

り、考察したりして問題を解決していく実践が報告された。ペア学習やグループ

学習などの関わり合いを意図的に設定したことで、実験の目的意識を共有できた

り、新たな気付きや疑問が生じたりしていくのではないかという報告があった。

また、教材を身近なものから選んだことで、子どもたちは意欲をもって学習に取

り組んだのではないかという報告があった。さらに、ミッション課題を取り入れ、

一つ一つ課題を解決しながら学んでいくという実践が報告された。 

 

②  化学分野 

「物質の状態変化・水溶液・化学変化・イオン」の領域において、身近な事象

から疑問に感じたことを解決していく実践が報告された。素材や試薬をたくさん

用意してさまざまな実験ができる環境を整えることで、個人追究を充実させるこ

とができるという報告があった。また、自分の考えを視覚化しやすくするために、

ホワイトボードやマグネットシート、フローチャート図を用いた実践が報告され

た。さらに、タブレット端末を使って実験の様子を動画で撮影したり、発表アプ

リを使って結果を共有したりすることで、個人追究したことを学級全体で共有で

き、より学習が深めることができるのではないかという報告があった。 

 

(3) 今後に残された課題 

① 限られた授業時間数の中での理科的な資質・能力の育成のための工夫 

② 子どもの発達段階を考慮した系統的な教育課程の編成 
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２ 生物・地学分野 

(1) 概要報告 

本年度は、生物分野で６本、地学分野で７本、計１３本のリポートが提出された。生物分

野では、メダカやインゲンマメなど実物を活用し、改めて本物の生物に触れることの重要性

を認識させられる実践が紹介された。地学分野では、運動場の雨水を題材にしたり、校区の

川や地層などの地域素材をいかしたりした実践が報告された。また、ＩＣＴを活用し、身近

な自然と絡めて活用していく実践も報告された。さらに、問題解決の過程において、協働的

に取り組ませるようなプロジェクト型学習など学習の進め方についても提案がなされた。 

 

(2) リポートの内容について 

① 生物分野 

生物教材では、身近な自然に触れ合わせることで、新たな課題を見つけることができ、

その課題が主体性につながって授業が展開されていくことが報告された。さらに、メダカ

やモンシロチョウなどを実物として活用することで、生命の大切を実感させ、道徳科など

と教科を横断的に構成していくというアイデアも提案された。一方で、多様性や共通性の

観点でとらえさせる指導方法について改めて見直す点も多く、生物に直接触れる体験が少

なくならないようにすることについて課題が残った。 

 

② 地学分野 

地学教材では、対象とする物が大きいため、インターネットでのマップや、映像などで

川の上流から下流まで見せていくことや、可能であれば実際に川まで見学に行き、空間的

に体感させるという実践例が紹介された。また、雨が降った後の川の画像を見せたり、豪

雨のあった地域に触れたりすることで、防災意識にもつなげていくことができるという報

告がなされた。さらに、各地域の特色をいかし、川や海、地層を学習に活用していくこと

の重要性についても報告された。一方で、ICT を有効に使いつつ、実物に触れさせること

の重要性も話し合われ、両者を併用していくことについて課題が残った。 

 

(3) 今後に残された課題 

① 子どもが自然認識を有意味に発展させる理科学習の開発・編成のあり方 

② 子どもの理科的な資質・能力を育成するための理科指導のあり方 

③ 身近な自然や生命の大切さを取り入れた単元構想の充実 

④ 自然の事物・事象を、多様性・共通性の視点や時間的・空間的な視点でとらえ、多面的

に考えさせる教材の開発 
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Ⅱ 本年度の研究活動 

１ 教育課程編成の基本的な考え方 

(1) 物理・化学分野 

物理分野においては、光・音・力・電流や磁界などという目に見えない現象を、

視覚的にとらえられるようにする教材の開発が必要である。また、現行の学習指導

要領の問題点を吟味し、子どもの実態に応じた教材を選出したり、学習する順序を

考慮したりする必要がある。「ものづくり」を行う場合には、単に工作するだけで

なく、しくみを理解させることが大切である。また、学習で得た知識や経験をいか

して、物理的な法則を体感できるようにしたい。 

化学分野においては、子どもの実態に応じて、日常生活に関連した内容を授業に

取り入れた単元構成を工夫する必要がある。また、子どもたちが出会う自然の事

物・現象を理論づけるための橋渡しとして、モデル化した教材・教具を開発するこ

とが大切である。さらに、原子の構造や電子・イオン、中和の扱いについても、そ

の系統的な必要性を粒子論的な立場から見立て、問題点がないか慎重に取り扱うべ

きである。 

その他、物理・化学分野の学習では、自然を探究する態度や能力の育成を図る観

点から、身近な自然の事物・現象について子どもが自ら問題を見出して解決する観

察・実験などを重視している。教育課程研究委員会では、学習課題に対して目的意

識をもって取り組むことができる子どもの育成をめざした指導のあり方について検

討したい。 
 

(2) 生物・地学分野 

生物分野においては、体験活動を通して学習を展開していくことが望ましい。し

たがって、飼育や栽培などを通して自然を愛する心情や生命尊重の意識を高めてい

くことも、理科教育の課題といえる。また、問題解決の積み重ねを通して、生物の

共通性や多様性などの生物概念を形成していくことが必要である。 

地学分野では、時間・空間概念を形成していくための教材・教具の工夫が必要と

なる。視聴覚教材やモデルの利用が考えられるが、これらのイメージと実物を関係

づけられるようにすることが必要である。 

その他、生物・地学分野の学習では、体験活動に重きを置く一方で、ＩＣＴ機器

を効果的に取り入れることで子どもたちの主体性を高めたり、内容の理解を深めた

りすることも必要である。教育課程研究委員会では、このような問題にかかわる実

践を中心に、指導方法の工夫、改善について検討したい。 
 

(3) 理科をもとにした環境教育 

持続可能な社会の構築のために、環境に関する学習の推進が重視されている。理

科においては、身近な自然の観察を生態系の学習の初歩と位置づけ、総合的な学習

の時間とも関連させながら、学習の充実を図ることが考えられる。生命を尊重しよ

うとする態度とともに、環境保全の態度の育成につながるように、指導方法の工夫、

改善について検討したい。  
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２ 基本的な考え方を受けた授業実践 

(1) 仮説を立てて観察・実験に取り組むことができる児童の育成 

名古屋市立福田小学校 山内 健吾 

① 主題設定の理由 

第４学年の理科学習において、児童が既習事項や生活経験などをもとに仮説を立てて観

察・実験に取り組んでいく姿をめざしたい。また、私が考える仮説とは、なんとなくの予

想ではなく、さまざまな考えの中から自分が妥当だと思うものを検討し、導き出したもの

を根拠とした考えである。 

本学級の４年生は、仮説を立てるときには「何を書けばいいか分からない」「理由は分

からないけど、なんとなくこうだと思う」と話す児童が多く、仮説を立てずに観察・実験

に取り組んでいる実態がある。児童が仮説を立てることができない原因として、実験その

ものに興味・関心がもてていないことや、単元の学習や今までに学んできたことを関係付

けられず、学習したことを仮説の根拠として結びつけることができていないことが考えら

れる。 

そこで、実験そのものや実験結果に対して興味・関心をもたせたり、学習したことを仮

説の根拠として結びつけたりする手だてを用意することで、仮説を立てて観察・実験に取

り組むことができる児童の育成をめざして実践を行った。 

② 基本的な考え方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実践の様子 

     ア  実践１「とじこめた空気や水の実践」 

 

 

    ○ ペットボトルロケットを飛ばす実験 

単元の導入時にペットボトルロケットを飛ばす実験を行うこと

にした(資料１)。児童はペットボトルロケットを見ると、「早く

飛ばしたい」「どこまで飛ぶのかな」と実験やその結果に対して

興味・関心をもっている様子であった。実際に教員が飛ばすと、

10ｍという児童の予想より大幅に短い距離であった。そのような

結果をもとに、「ペットボトルロケットを遠くまで飛ばすにはど

うしたらよいのだろうか」という学習課題を提示し、単元で学習

する空気や水について考えられるようにした。児童は、「空気も水もたくさん入れた方

が遠くまで飛ぶと思う」「水はそんなにいらないんじゃないかな」などと、すすんで自

分の予想を記述している様子があり、児童に興味・関心をもたせることができた。                      

<手だて１>実験そのものや実験結果に対して興味・関心をもたせるための工夫 

○ 単元の学習前に、児童にとって関心が高そうな視覚的に分かりやすい実験を行

う。その実験結果をもとに、学習課題を提示することで、実験結果を楽しみにし

ながら、仮説を立てることができると考えた。 

<手だて２>学習したことを仮説の根拠として結びつけるための工夫 

○ 仮説を立てる実験を先に提示し、仮説を常に意識して学習することができるワ

ークシートを用意することで、学習したことを仮説の根拠として結びつけ、根拠

がある仮説を立てることができると考えた。 

手だて１ 実験そのものやその結果に対して興味・関心をもたせるための工夫 

資料１：実験の様子 
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○ ワークシートの工夫 

単元を通して、ペットボトルロケッ

トが遠くまで飛ぶための条件を調べ、

学習したことを仮説の根拠として結び

つけられるようにワークシートの工夫

を行った(資料２)。実験が終わる度に

水の量と空気の量を３択の中から選ば

せ、選んだ根拠とその自信度を記述さ

せた。また、自信度を高めるために次

に行いたい実験も記述させ、最終的に

は単元の学習を関係づけて根拠のある

仮説が立てることができるように工夫

を行った。 

始めは、選んだ理由の記述ができず

困っている児童が多かったが、単元の

学習がすすむにつれて、学習したこと

を根拠として記述することができるよ

うになってきた。また、自信度も学習

とともにだんだんと高くなってきてお

り学習したことを仮説の根拠として結

びつけることができた(資料３)。 

    イ 実践２「ものの温度と体積」 

 

 

    ○ フラスコの噴水実験 

単元の導入時に丸底フラスコに着色した水を入れ、

「赤い水を出すにはどうしたらいいのか」という学習問

題を提示した。第一次実践では、導入時に実際の実験の

様子を見せたが、導入時に実験の様子を見せてしまう

と、仮説を立てる際に単元で獲得した知識をもとに考え

るのではなく、導入時の実験の様子と比べて考えてしま

う児童もいた。そのため、導入時には演示実験を行わ

ず、実験で使用する器具を見せるのみとした。児童は、

「フラスコの中の水に秘密がありそう」「フラスコの中以外にも水を使うんじゃないか

な」と学習問題を解決するために思考を働かせている様子であった(資料４)。そこで、

丸底フラスコの中の水の量や温度、注ぐ水の温度に注目させ、どのような条件で赤い水

が出てくるか仮説を立てて観察・実験に取り組むことができるようにした。 

単元終了時には、仮説が同じ児童どうしで班を編制し、自分の仮説を確かめる時間を

設定した。多くの児童が興味・関心をもって実験に取り組んでいる様子であった。 

 

資料３：児童の記述内容の変化 

資料２：実践１で使用したワークシート 

資料４：思考を働かせている児童の様子 

手だて２ 学習したことを仮説の根拠として結びつけるための工夫 

本時の学習内容 

自信度 

手だて１ 実験そのものやその結果に対して興味・関心をもたせるための工夫 
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○ ワークシートの工夫 

第一次実践と同様に単元を通して、丸底フラスコ内の水を出すための条件を調べ、仮

説を立てることができるようにワークシートの工夫を行った。この実践では、丸底フラ

スコ内の水の量と温度、注ぐ水の温度の３つの項目について、それぞれ２つの選択肢の

中から選び、選んだ理由を学習した内容を使って詳しく書かせるようにした。理由の項

目には、空気や水の温度の変化と体積の変化とを関係づけて記述していたり、水と空気

の体積変化の程度の違いについて記述していたりするなど、根拠のある仮説を立てるこ

とができている児童が多かった(資料５)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元終了時に自分の仮説を確かめる実験(資料６)を行った後、「なぜ温かい水を丸底

フラスコに注ぐと、赤い水が出たのか」について児童自身の言葉で説明する調査を行っ

た。その結果、多くの児童が赤い水が出た理由について正しく理解しており、仮説を立

てながら観察・実験に取り組んだことで、単元の知識・技能について理解が深まった。 

④ 研究の成果とまとめ 

    ア 研究の成果 

今回の実践では、実験そのものの工夫とワークシートの工夫を行った。児童にとって

関心が高そうな視覚的に分かりやすい実験を行うことで、興味・関心をもち実験結果を

楽しみにしながら、仮説を立てることができた。また、第４学年の児童にとっては、仮

説を立てる実験を先に提示し、仮説を常に意識して学習することができるワークシート

を用意したことで、学習したことを仮説の根拠として結びつけ、根拠がある仮説を立て

ることができた。 

    イ 課題と今後の展望 

実践前には、根拠のある予想や仮説を発想しながら、実験に取り組むことができてい

る児童は少なかったが、本実践を通して実験そのものの工夫やワークシートの工夫をす

ることによって根拠のある仮説を立てることができることが分かった。しかし、仮説を

立たせる実験に対して興味・関心をもっていないと、深く思考を働かせることはできな

いとも感じた。<手だて１>で、ペットボトルロケットの実験やフラスコの噴水実験を行

い、多くの児童に興味・関心をもたせることはできたが、「知りたい」「解明したい」

という思いに至らなかった児童もいた。その原因として、どちらの実験も児童の生活経

験に結びつきが少なかったことが考えられる。そのため、今後は児童の発達段階や生活

経験も考慮して、視覚的に分かりやすい実験を題材にすることで、仮説を立てて観察・

実験に取り組むことができる児童の育成をめざしていきたい。 

 

資料６：仮説を確かめる実験の様子 資料５：児童の記述したワークシート 

手だて２ 学習したことを仮説の根拠として結びつけるための工夫 
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(2) 身近な遺伝について情報を整理して思考できる生徒の育成～３年生物の実践を通して～  

     豊川市立一宮中学校 清水 宏樹  

① 主題設定の理由  

毎年、生徒は生物分野の学習に前向きであり、本年度も生徒１３０人のうち、約７５％

が生物分野の学習を「好き」と答えている。ただ、生徒の記述を確認すると「覚えればよ

い」「計算がないため簡単」という認識をもっていることが多く、定期テストでの成果の

あげやすさを重視している。そのため、ここ数年はそのような生徒の意識を変えようと実

物を用いた実践を行ってきた。その一方で、素直に「動物が好き」「生物分野では実験で

変化を直接見ることができない」というように、理科の学習に対して芯から興味をもって

取り組んでいる生徒も多くいることにも気付いた。そこで本年度は日常生活で何気なく見

ていた事物・事象を授業の内容に取り上げ、生物の学習内容が身近な生活と隣り合わせで

あることに出会わせ、思考させていきたいと考え、本主題を設定した。また、豊川市でも

本年度の２学期より一人一台のタブレット端末が導入され、インターネット環境も整った。

授業で活用し、どの程度効果的であるか検証したいと思い、実践を行った。 

 

 

② 基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 実践の様子  

 

本実践のとりくみは遺伝の学習を一通り終えてから開始した。パフォーマンス課題では、

教科書の内容にある１種類の遺伝子（Ａ・ａ）だけでなく、少し難易度を高めて２種類以

上の遺伝子（Ｂ・ｂ等）を用いて考えなければ課題について考えをもつことができないよ

うに設定する。そのため、学習の後半ではＡ（ａ）とＢ（ｂ）の２種類の遺伝子を用い、

Ａ（ａ）はエンドウの種子の形（丸・しわ）について、Ｂ（ｂ）は種皮の色についての遺

伝子として生徒に考えさせる時間をもった。生徒は最初こそ上手く考えを表現することが

できなかったが、花粉と胚珠の生殖細胞にＡ（ａ）とＢ（ｂ）の遺伝子がそれぞれ含まれ

ており、ヒトもそれと同じだと説明すると納得していた。その後、減数分裂により遺伝子

が２つに分かれる際に、生殖細胞にきちんと遺伝子Ａ（ａ）とＢ（ｂ）があることを理解

していた。例題として、ＡａＢｂの個体どうしをかけあわせるとどうなるかと聞くと生徒

【手だて２】身近な生活での事物・事象の教材化 

普段、登下校やホームセンターなどで当たり前のように見ていた物事を教材化す

る。そうすることで、そのしくみには法則があることに気付いたり驚いたりし、興

味をもって自ら考えようとするだろうと考えた。 

【手だて１】既習事項を活用できるパフォーマンス課題の設定 

 遺伝についての学習後、まとめとしてパフォーマンス課題を与える。難易度を少

し高めて設定することで、生徒は覚えた用語や考え方を駆使し、その課題に取り組

もうとするだろう。また、いつでもインターネットで調べられるようにしておくこ

とで、つまずきがあったとしても自ら解決しようとするだろうと考えた。 

【手だて１】既習事項を活用できるパフォーマンス課題の設定 
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は資料１のように遺伝子のパターン

（遺伝子型）とそれに伴った形質（表

現型）を考え、１種類の遺伝子のとき

と同様に考えることができていた。何

問か例題を出し、考え方をそれなりに

理解したところで、パフォーマンス課

題と作成したルーブリックを示した。

豊川市では２学期からタブレット端末

を活用し始め、生徒も意欲的に活用し

ている。そのため、スカイメニューク

ラウドにある発表ノートを活用して既

習事項の用語を可能な限り活用しなが

ら数ページにまとめるよう指示した。 

 

 

 

教科書や資料集には、エンドウ以外にもヒトの目や指などの遺伝の例が記載されている。

生徒に、「他の生物にも遺伝は関係していると思うか」と聞くと、ほぼ全員が関係してい

ると思うと答えた。そこで、ホームセンターで販売されているメダカと野良猫について疑

問はないかと尋ねた。生徒は、メダカについてはすぐに考えがもてなかったが、野良猫に

ついては「いろんな色の猫がいる」「三毛猫の雄はいないって聞いたことがある」など生

徒どうしで話をしていた。メダカについては「近年さまざまな色のメダカが販売されてい

るが、基本的に同じ色のメダカを飼育すると、その後生まれるメダカも同じ色になるって

不思議だと思わない？例えばヒメダカからヒメダカが生まれなかったら商品としてどうな

のだろう」と教員が話すと、生徒は「確かに」と当たり前のように起きている現象に納得

していた。そこで、手だて１のパフォーマンス課題の内容を【なぜ色メダカから色メダカ

が生まれ続けるのか（２種類の遺伝子）】と【親猫と違う色の子猫が生まれてくるのはな

ぜだろう（９種類の遺伝子）】というように設定し、メダカの方を低難易度とした。この

２つの課題のうち、興味がある

方、または自分に合った難易度

の方について調べながら考えを

まとめるように指示した。 

生徒はインターネットでそれ

ぞれの課題について調べながら

しくみを理解しようとしてい

た。調べると、メダカについて

はＢ（ｂ）とＲ（ｒ）の遺伝子

が関係しており、猫については

９種類の遺伝子が関係してお

り、対立形質となっていること

がわかった（資料２）。その

後、遺伝の考え方の知識をいか

【手だて２】身近な生活での事物・事象の教材化 

資料１ 観察した動物 

資料２ ９種類の遺伝子についての発表ノート 



- 10 - 

 

し、表にまとめながら遺伝子型

と表現型を考えていった。猫に

ついては白（Ｗ）が顕性の性質

であり、他の色を決める遺伝子

よりも強いことが分かり、ここ

から形質では白（ＷＷかＷｗ）

とそれ以外の色（ｗｗ）が３：

１の割合で発現することがわか

った（資料３）。遺伝子がｗｗ

で入った場合は、それ以外の８

種類の遺伝子の組み合わせによ

って色が変わっていくため、さ

まざまな組み合わせがあって色

が変わる。ここで生徒は、この

ままだと野良猫は白ばかりにな

るはずなのにあまり見かけない

ことに気付いた（資料４）。こ

れについて調べていくと、【Ｗ

の遺伝子がある＝色を出せな

い】ということがわかり、目の

色覚や耳のコルチ器が異常をきたし、事故等が増えていくとのことであった。そもそもＷ

の遺伝子をもった個体数が少ないことを知って発表ノートにまとめることができた。 

 

④ 研究の成果とまとめ 

ア 研究の成果 

生物分野の学習に前向きな生徒が多いため、少し難易度の高い課題を提示しても自ら

主体的に調べたり、級友と相談したりしながら取り組む様子が毎時間見られた。遺伝の

表についても整理しながらこの場合はどのような形質になるのかを考えることを楽しん

でいる様子があり、単元を通して意欲的に取り組んでいた。また、自身の理解度に合わ

せて課題を選択できるようにしたことで、ほとんどの生徒が最後まで粘り強く理解しよ

うとしたり、発表ノートに表現しようとしたりしていた。最後に、違う課題についてま

とめた生徒どうしで発表の時間を設定したことで、自分なりの言葉で説明しようとする

姿が多く見られた。 

イ 課題と今後の展望 

今回の実践は、用語や考え方を生徒に伝えた後から行った。４時間確保し、調べ学習

やまとめるという活動をしたが、やはり時間がかかるため、生徒に教え込む時間を短く

する等、工夫をしていかなければならない。調べ学習をすすめると中学の授業の範囲外

の用語や単語なども出てくる。それについても調べたり、教員が説明したりしながら理

解をさせることも時間がかかってしまう。また、遺伝子が２種類以上になることで難易

度が高まるため、理解がすすまない生徒も一定数いるのが実際である。ただ、互いに教

え合うことができていたため、普段からそのように活動できる生徒を育成していく必要

性を改めて感じた。 

資料３ 形質が３：１になることはまとめた発表ノート 

資料４ 白猫が少ないことを説明した発表ノート 
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